
第 14 回 所有接尾辞 

教科書の該当ページ：86ページ、100～102ページ、111～112ページ 

所有接尾辞 → 教科書第 10課④ 

第４回、第５回で見たように、所有者が人称代名詞のときは、属格の代わりに所有接尾辞で所有

者を表します。所有接尾辞は以下の通りです。 

１人称単数 -ni  １人称複数 -mme 
２人称単数 -si  ２人称複数 -nne 
３人称単数 -nsa/-nsä ３人称複数 -nsa/-nsä 

所有接尾辞は格語尾の後につけます。格語尾が子音で終わっている場合は、その子音を取り去っ

てから所有接尾辞をつけます。 

例）私の家で(単数{中で}格) talossa → talossani  
私の家の(単数属格)  talon → taloni ×talonni 

単数主格形に所有接尾辞をつける場合、単数主格形と語幹が同じ場合は、単数主格形にそのまま

所有接尾辞をつけますが、単数主格形と語幹が異なる場合は、語幹に所有接尾辞をつけます。ま

た、階程交替する名詞の場合、語幹の子音は強階程になります。 

例）私の父が(単数主格)  [isä] → [isä]ni 単数属格[isä]n 
私の母が(単数主格)  [äiti] → [äiti]ni 単数属格[äidi]n、階程交替あり 
私の息子が(単数主格)  [poika] → [poika]ni 単数属格[poja]n、階程交替あり 
私の娘が(単数主格)  [tytär] → [tyttäre]ni 単数属格[tyttäre]n、階程交替あり 
私の子供が(単数主格)  [lapsi] → [lapse]ni 単数属格[lapse]n 
私の生徒が(単数主格)  [oppilas] → [oppilaa]ni 単数属格[oppilaa]n 

単数主格形・単数属格形・複数主格形に所有接尾辞をつけると、全く同じ形になります。 

例）私の娘が(単数主格)  [tytär]  → [tyttäre]ni 
私の娘の(単数属格)  [tyttäre]n → [tyttäre]ni 
私の娘(複数)が(複数主格) [tyttäre]t → [tyttäre]ni 

３人称の人称接尾辞は単数複数とも-nsa/-nsäですが、所有接尾辞の直前が母音の場合、その母音
を伸ばして-nをつけることもできます。ただし、母音が３つ続いてしまう場合は除きます。 

例）彼の家で(単数{中で}格) talossa → talossansa あるいは talossaan 
彼の家を(単数分格)  taloa → taloansa ×taloaan 



１人称・２人称の場合、所有接尾辞をつけた名詞の前に人称代名詞の属格を置くことができます。

この場合、書き言葉では、属格の人称代名詞は省略できますが、所有接尾辞を省略することはで

きません。話し言葉では、逆に所有接尾辞を省略する傾向があります。 

例）私の車に(単数{中で}格) talossani あるいは minun talossani 

一方、３人称の場合は、人称代名詞の属格形の有無で意味が変わってしまいます。属格形がない

場合、所有接尾辞は主語と同じものを指しますが、属格形がある場合は、主語と異なるものを指

しています。 

例）彼は自分の車で旅をした。 Hän matkusti autollaan.   (彼＝車の持ち
主) 
    彼は彼(女)の車で旅をした。 Hän matkusti hänen autollaan.  (彼≠車の持ち主) 

変格 → 教科書第９課②、第 11課⑤ 

変格は語幹に語尾-ksi をつけて作ります。変格は、｢ＡがＢになる｣といったときのＢのように、
変化の結果を表わします。 

例）彼は年を取った。  Hän tuli vanhaksi(単数変格). 
  彼は悲しくなった。  Hän tuli surulliseksi(単数変格). 

変格には期限や期日を表わす用法もあります。 

例）宿題は明日までにやれ。 Tee läksyt huomiseksi(単数変格).  

また、変格は期限を含意した期間を表わすこともあります。 

例）本は１週間借りられる。 Kirjan saa lainaan viikoksi(単数変格). 

luulla｢思う｣や kuvitella｢思い描く｣のような特定の動詞と共に使われると、｢～と(思う)｣という
意味を表わします。 

例）彼は嘘つきだと思います。 Luulen häntä valehtelijaksi(単数変格). 


